
(57)【要約】

　【課題】　ヘッド部内部においてＦＰＣによる配線を

省スペースで実現し、ヘッド部を小さく構成することが

でき、ＦＰＣ上のパターンの断線防止対策として、上下

左右方向へヘッド部を湾曲させた際、ＦＰＣへ応力が加

わることのない配線をする超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　超音波を送受信する複数チャンネル配

列された振動子からなる振動子部と、これらの振動子の

各チャンネルに接続され振動子に送信信号を供給すると

共に振動子からの受信信号を取り出す送受信手段とを備

えた超音波探触子において、振動子部からの前記受信信

号を取り出す折り曲がり部を持ったフレキシブル基板を

備え、複数の振動子部を３６０°走査するよう連結させ

、前記フレキシブル基板を吹流し箇所にて重ならせた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 チ ャ ン ネ ル 配 列 さ れ た 振 動 子 か ら な る 振 動 子 部 と 、 こ れ ら の 振 動
子 の 各 チ ャ ン ネ ル に 接 続 さ れ 振 動 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る と 共 に 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 を
取 り 出 す 送 受 信 手 段 と を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 振 動 子 部 に 該 送 受 信 信 号 を 連 絡 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え 、 複 数 の 振 動 子 部 を ３
６ ０ ° 走 査 す る よ う 連 結 さ せ る と 共 に 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 吹 流 し 箇 所 に て 重 な ら せ る
こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 チ ャ ン ネ ル 配 列 さ れ た 振 動 子 か ら な る 振 動 子 部 と 、 こ れ ら の 振 動
子 の 各 チ ャ ン ネ ル に 接 続 さ れ 振 動 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る と 共 に 振 動 子 か ら の 受 信 信 号 を
取 り 出 す た め の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 振 動 子 部 に 該 送 受
信 信 号 を 連 絡 す る 吹 流 し 状 で 且 つ ク ラ ン ク 形 状 で あ る フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え 、 前 記 フ レ
キ シ ブ ル 基 板 は 、 少 な く と も ２ 枚 以 上 に 分 割 し て な る こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 分 割 さ れ た フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 体 腔 内 挿 入 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 折 り 曲 げ 、 体 腔 内
挿 入 方 向 に 重 ね 合 わ せ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 導 電 性 テ ー プ を 用 い て シ ー ル ド を 施 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ 或 い は 請 求 項 ３ 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 被 検 者 の 体 腔 内 に 挿 入 し て 超 音 波 ビ ー ム を 走 査 す る 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 及 び
そ れ を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 は 、 人 体 の 口 や 肛 門 な ど か ら 人 体 内 に 挿 入 し て 、 食 道 壁 、 腸 壁 な ど
の 内 部 か ら 観 察 す る た め の も の で あ る 。 こ の た め 、 超 音 波 の 送 受 信 を 行 い 複 数 ア レ ー 状 に
配 列 し た 圧 電 素 子 等 か ら 成 る 超 音 波 振 動 子 群 の 電 極 か ら 信 号 線 を 引 き 出 す に は 、 フ レ キ シ
ブ ル 基 板 (以 下 、 FPCと 呼 ぶ )が 用 い ら れ て い る 。 こ こ で 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と は 簡 単 に 曲
げ る こ と の 出 来 る 電 子 回 路 基 板 の こ と で 、 自 由 に 曲 が る の で 「 フ レ キ シ ブ ル 」 と 名 付 け ら
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 、 FPCが 八 分 割 さ れ て い て そ れ ら の う ち の 2枚 ず つ が 重 ね 合 わ さ れ て 各 々 一 体 化 さ
れ 全 体 と し て 四 つ に 分 か れ て お り 、 こ の 一 体 化 さ れ た FPCが 上 下 左 右 方 向 の 湾 曲 の 各 中 心
線 に 対 し て 45° を な す 線 に 対 し て 直 交 す る 状 態 に 配 置 さ れ て い る 超 音 波 内 視 鏡 が あ る 。 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 2002-153465号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し 、 従 来 、 特 に ヘ ッ ド 部 が 湾 曲 す る 構 造 を も つ 、 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 で は 、 市 場 か
ら の 要 求 で ヘ ッ ド 部 の 細 径 化 、 多 チ ャ ン ネ ル 化 の 傾 向 に あ り 、 FPCに よ る 振 動 子 の 電 極 か
ら の 信 号 線 の 引 き 出 し が 非 常 に 難 し く な っ て き て い た 。 特 開 2002-153465号 公 報 で は 、 FPC
が 1枚 の 基 板 で で き て い る た め 、 湾 曲 部 に 位 置 す る 部 分 は 、 重 ね 合 わ せ の 際 に 隣 り 合 う FPC
を 斜 め に ず ら し て 重 ね 合 わ せ る た め 端 末 部 が 長 く な っ て し ま い 、 結 果 的 に ヘ ッ ド 部 の 硬 性
部 の 長 さ が 長 く な っ て し ま っ た 。 そ の た め 体 腔 内 へ 挿 入 す る 際 、 患 者 へ の 負 担 が 大 き か っ
た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 そ こ で 本 発 明 は 、 ヘ ッ ド 部 内 部 に お い て FPCに よ る 配 線 を 省 ス ペ ー ス で 実 現 し 、 ヘ ッ ド
部 を 小 さ く 構 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 FPC上 の パ タ ー ン の 断 線 防 止 対 策 と し て 、 上
下 左 右 方 向 へ ヘ ッ ド 部 を 湾 曲 さ せ た 際 、 FPCへ 応 力 が 加 わ る こ と の な い 配 線 を す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の 様 に 構 成 さ れ る 。
　 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 チ ャ ン ネ ル 配 列 さ れ た 振 動 子 か ら な る 振 動 子 部 と 、 こ れ ら の 振
動 子 の 各 チ ャ ン ネ ル に 接 続 さ れ 振 動 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る と 共 に 振 動 子 か ら の 受 信 信 号
を 取 り 出 す 送 受 信 手 段 と を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、
　 前 記 振 動 子 部 に 該 送 受 信 信 号 を 連 絡 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え 、 複 数 の 振 動 子 部 を 36
0° 走 査 す る よ う 連 結 さ せ る と 共 に 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 吹 流 し 箇 所 に て 重 な ら せ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 チ ャ ン ネ ル 配 列 さ れ た 振 動 子 か ら な る 振 動 子 部 と 、 こ れ
ら の 振 動 子 の 各 チ ャ ン ネ ル に 接 続 さ れ 振 動 子 に 送 信 信 号 を 供 給 す る と 共 に 振 動 子 か ら の 受
信 信 号 を 取 り 出 す た め の フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え た 超 音 波 探 触 子 に お い て 、 前 記 振 動 子 部
に 該 送 受 信 信 号 を 連 絡 す る 吹 流 し 状 で 且 つ ク ラ ン ク 形 状 で あ る フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 備 え 、
前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 少 な く と も 2枚 以 上 に 分 割 し て な る 。 そ し て 、 前 記 分 割 さ れ た
フ レ キ シ ブ ル 基 板 を 体 腔 内 挿 入 方 向 に 対 し て 垂 直 方 向 に 折 り 曲 げ 、 体 腔 内 挿 入 方 向 に 重 ね
合 わ せ る 。 前 記 フ レ キ シ ブ ル 基 板 は 、 導 電 性 テ ー プ を 用 い て シ ー ル ド を 施 さ れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ れ ば 、 ヘ ッ ド 部 に お い て FPCに よ る 配 線 を 省 ス ペ ー ス で 実 現 す る こ と
が で き 、 患 者 へ の 負 担 を 減 ら す こ と が で き た 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 1は 本 発 明 の 超 音 波 診 断 装 置 の 概 略 構 成 を 説 明 す る た め の 図 で あ り 、 101は ラ ジ ア ル 形
体 腔 内 超 音 波 探 触 子 、 102は 探 触 子 ケ ー ブ ル 、 103は 探 触 子 コ ネ ク タ 部 、 104は 振 動 子 素 子
、 105は 接 続 切 替 ス イ ッ チ 、 106は 接 続 制 御 手 段 、 107は 超 音 波 診 断 装 置 本 体 を 示 す 。 た だ
し 、 以 下 の 説 明 で は 、 送 波 整 相 手 段 及 び 受 波 整 相 手 段 の チ ャ ン ネ ル 数 が 32チ ャ ン ネ ル で あ
り 、 振 動 子 素 子 104が 256個 の 場 合 に つ い て 説 明 す る が 、 送 波 整 相 手 段 及 び 受 波 整 相 手 段 の
チ ャ ン ネ ル 数 及 び 振 動 子 素 子 数 に つ い て は 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 1に 示 す よ う に 、 こ の 超 音 波 診 断 装 置 は 、 例 え ば 、 図 示 し な い 被 検 体 内 に 挿 入 さ れ 当
該 被 検 体 に 超 音 波 を 送 波 す る と 共 に 、 送 波 し た 超 音 波 の 反 射 波 を 受 信 し て 電 気 信 号 (以 下
、 「 受 波 信 号 」 と 記 す )に 変 換 す る 振 動 子 素 子 104を 備 え る ラ ジ ア ル 形 体 腔 内 超 音 波 探 触 子
101と 、 計 測 条 件 等 の 表 示 や 得 ら れ た 超 音 波 像 の 表 示 等 を 行 う 周 知 の 図 示 し な い 表 示 手 段
、 計 測 条 件 の 入 力 等 を 行 う 周 知 の 図 示 し な い 操 作 卓 、 計 測 条 件 に 基 づ い た 送 波 信 号 を 生 成
す る 図 示 し な い 送 波 整 相 手 段 、 振 動 子 素 子 104か ら の 受 波 信 号 か ら 超 音 波 ビ ー ム を 生 成 す
る 図 示 し な い 受 波 整 相 手 段 、 及 び 超 音 波 の 送 受 波 に 同 期 し て 接 続 切 替 ス イ ッ チ 105を 制 御
す る 信 号 (切 替 制 御 信 号 )を 生 成 す る 図 示 し な い 制 御 信 号 生 成 手 段 か ら な る 超 音 波 診 断 装 置
本 体 107と か ら 構 成 さ れ る 。 制 御 信 号 生 成 手 段 は 、 超 音 波 を 送 受 波 す る 振 動 子 素 子 104を 示
す 情 報 と な る 超 音 波 走 査 位 置 情 報 (送 受 波 方 向 ア ド レ ス )も 生 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ラ ジ ア ル 形 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 101は 、 手 元 部 分 と 挿 入 部 分 (以 下 、 挿 入 部 と 記 す )と か
ら 形 成 さ れ る 体 腔 用 超 音 波 探 触 子 で あ り 、 挿 入 部 分 の 先 端 に 振 動 子 素 子 104が 配 設 さ れ る
構 成 と な っ て い る 。 特 に 、 ラ ジ ア ル 形 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 101で は 、 図 1に 示 す よ う に 、 挿
入 部 の 中 心 軸 方 向 に 複 数 の 振 動 子 素 子 が 並 設 さ れ て 振 動 子 群 を 形 成 す る と 共 に 、 こ の 振 動
子 群 が 挿 入 部 の 中 心 軸 の 周 り す な わ ち 中 心 軸 を 中 心 と し て 360度 に 配 設 さ れ る 構 成 と な っ
て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 振 動 子 素 子 104に は 駆 動 用 の 電 力 を 供 給 す る と 共 に 、 振 動 子 素 子 104が 受 波 し た 超 音 波
に 応 じ て 生 じ る 受 波 信 号 を 出 力 す る 信 号 線 で あ る 探 触 子 ケ ー ブ ル 102が 接 続 さ れ て い る 。
こ の 探 触 子 ケ ー ブ ル 102は 図 示 し な い 挿 入 部 内 を 通 り 、 そ の 他 端 側 は 接 続 切 替 ス イ ッ チ 105
に 接 続 さ れ る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 接 続 切 替 ス イ ッ チ 105に は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 107か ら の 送 波 信 号 が 供 給 さ れ る 構 成 と
な っ て い る 。 ま た 、 接 続 切 替 ス イ ッ チ 105に は 、 接 続 制 御 手 段 106か ら の 信 号 で あ る 切 り 替
え 信 号 が 入 力 さ れ て い る 。 従 っ て 、 送 波 時 に お い て は 、 切 り 替 え 信 号 に 基 づ い て 、 接 続 切
替 ス イ ッ チ 105が 超 音 波 診 断 装 置 本 体 107か ら の 送 波 信 号 を 供 給 す る 振 動 子 素 子 104を 切 り
替 え る 構 成 と な っ て い る 。 同 様 に し て 、 受 波 時 に お い て も 、 切 り 替 え 信 号 に 基 づ い て 、 接
続 切 替 ス イ ッ チ 105が 振 動 子 素 子 104か ら の 受 波 信 号 を 供 給 す る 受 波 整 相 手 段 の チ ャ ン ネ ル
を 切 り 替 え る 構 成 と な っ て い る 。 た だ し 、 接 続 制 御 手 段 106は 、 超 音 波 診 断 装 置 本 体 107か
ら の 超 音 波 走 査 位 置 情 報 に 基 づ い て 、 接 続 切 替 ス イ ッ チ 105を 切 り 替 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ラ ジ ア ル 形 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 の 先 端 部 を 図 2に 示 す 。 振 動 子 部 2は 360° 走 査 で き る 振
動 子 か ら な り 、 FPC1は 振 動 子 部 2の 各 振 動 子 の チ ャ ン ネ ル に 一 端 を 接 続 さ れ 、 他 端 に は 信
号 線 を 送 受 信 す る ケ ー ブ ル と 接 続 可 能 な よ う に ケ ー ブ ル 接 続 部 を 設 け て い る 。 FPCは 、 振
動 子 素 子 Nチ ャ ン ネ ル (N≧ 2)の 場 合 、 Mチ ャ ン ネ ル (M≧ 1)を 一 ブ ロ ッ ク と し 、 計 N/M枚 の FPC
を 用 い る 。 例 え ば 、 128チ ャ ン ネ ル か ら な る 振 動 子 素 子 で 探 触 子 先 端 部 を 構 成 し た い 場 合
、 32チ ャ ン ネ ル の ブ ロ ッ ク を 用 い る な ら ば の 4枚 の FPCを 用 い る こ と に な る 。 そ し て 360°
走 査 す る よ う に FPCを 繋 ぎ 合 わ せ て 振 動 子 を 筒 状 に 形 成 し 、 探 触 子 を 構 成 し て い る の で あ
る 。 こ こ で FPCの 分 割 は 、 チ ャ ネ ル を 均 等 に 分 割 し て も よ い が 、 不 均 等 に 分 割 し て も よ い
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 2(a)(c)(e)は 、 FPCを 重 ね 合 わ せ て 超 音 波 信 号 を 引 き 出 し て い る 。 図 2(b)(d)(f)は 、
図 2(a)(c)(e)の よ う に 重 ね 合 せ た FPCを 捩 れ 状 に し て 超 音 波 信 号 を 引 き 出 し て い る 。 図 2(b
)(d)(f)よ う に FPCを 捩 れ 状 に す る こ と に よ り 、 FPCが 板 状 で あ る 湾 曲 可 能 な 範 囲 の 制 限 が
解 除 さ れ 、 湾 曲 の 度 合 い を 適 切 に 確 保 で き る と と も に 、 コ イ ル ス プ リ ン グ を 配 置 し な い の
で 、 よ り 細 径 化 お よ び 多 チ ャ ン ネ ル 化 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 図 2(e)(f)に 示 す よ う に 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 に 用 い る FPC1を 樹 脂 性 チ ュ ー ブ 5等 で
覆 い 、 超 音 波 ヘ ッ ド の シ ー ル ド 性 を 高 め て も よ い 。 こ の よ う に 、 超 音 波 探 触 子 に 振 動 子 か
ら 信 号 を 引 き 出 す 際 、 螺 旋 状 FPC2を シ ー ル ド 効 果 の あ る 材 料 を 用 い て シ ー ル ド を 施 し た 構
造 を 持 つ こ と で 、 他 の 電 子 機 器 や 医 療 機 器 と 同 時 に 使 用 し た 場 合 、 超 音 波 画 像 上 に 影 響 を
与 え て い た 、 こ れ ら の 装 置 が 発 生 す る 電 磁 波 ノ イ ズ を 遮 断 す る こ と が で き る こ と か ら 鮮 明
な 超 音 波 画 像 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。 信 号 パ タ ー ン 4を 挟 む よ う に グ ラ ン ド を 配 置
す る と 、 信 号 伝 達 の 際 の ク ロ ス ト ー ク を 防 止 で き る の で 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 端 部 100の 詳 細 を 図 3に 示 す 。 図 3(a)に 示 す よ う に 、 先 端 部 の 表 面 は 、 音 響 レ ン ズ 9と
か ら 成 り 、 音 響 レ ン ズ 9の 下 部 に は 、 超 音 波 送 受 信 す る 振 動 子 部 2と 、 バ ッ キ ン グ 材 6か ら
成 り 、 振 動 子 部 2で 受 信 し た 超 音 波 信 号 は 、 FPC1に 伝 達 さ れ 、 信 号 処 理 部 に 送 ら れ る 。 な
お 、 体 腔 内 を 膨 ら ま せ 密 着 度 を 上 げ て 、 鮮 明 な 超 音 波 信 号 を 送 受 信 す る た め の バ ル ン を 取
り 付 け る た め の バ ル ン 取 付 溝 を 取 り 付 け て も 良 い 。 図 3(b)は 先 端 部 100の 断 面 図 で あ る 。
先 端 部 100に は FPC1を 挿 入 す る た め の 挿 通 穴 が 設 け ら れ 、 そ こ か ら 重 ね た FPC1を 挿 入 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 第 1の 実 施 形 態 と し て 、 振 動 子 部 2に 接 続 す る FPC1を 吹 流 し 状 で か つ ク ラ ン ク 形 状 と し た
も の を 図 4に 示 す 。 図 4(a)に 示 す ク ラ ン ク 形 状 の 4枚 の FPC1に は 振 動 子 信 号 線 引 出 部 が あ り
、 振 動 子 信 号 線 引 出 部 よ り 振 動 子 部 2か ら の 超 音 波 信 号 を 受 信 す る 。 こ れ ら を 振 動 子 部 2が
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重 な ら な い よ う に 隣 接 す る 振 動 子 部 2を 繋 ぎ 合 わ せ 、 繋 ぎ 合 わ せ た 4つ の 振 動 子 部 2に 隙 間
が 無 い よ う に 筒 状 に 形 成 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 360° 走 査 を 行 う 探 触 子 を 形 成 し て
い る の で あ る 。 隣 接 す る FPC1の ク ラ ン ク 箇 所 の 長 さ を 任 意 に 、 例 え ば 吹 き 出 し 箇 所 の 幅 分
の み 短 く 、 或 い は 長 く 設 定 す る こ と に よ り 、 隣 接 す る FPC1の 吹 き 出 し 箇 所 を 重 ね 合 わ せ る
。 そ の 重 ね 合 わ せ た FPC1を 図 4(b)に 示 す 。 吹 き 出 し 箇 所 を ク ラ ン ク 箇 所 の 長 さ の 調 整 に よ
り 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 吹 き 出 し 箇 所 の 省 ス ペ ー ス 化 を 実 現 す る こ と が で き る 。 ま た
振 動 子 信 号 線 引 出 部 か ら ク ラ ン ク 箇 所 ま で の 長 さ を 短 く す る こ と が で き 、 こ の 4枚 の FPCを
筒 状 に 形 成 す る こ と に よ り 先 端 部 を 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 360° 走 査 を 行 う 探 触 子 を 構 成 す る に は 、 筒 状 に す る 際 に 少 な く と も 纏 ま っ た 吹
き 出 し 箇 所 の 幅 が 振 動 子 引 出 部 の 幅 よ り も 短 く し な け れ ば な ら な い 。 な ぜ な ら ば 、 図 3(b)
に 示 す よ う に 挿 通 穴 間 を 固 定 す る 固 定 部 を 設 け な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。 第 1の 実 施
形 態 、 後 述 す る 第 2の 実 施 形 態 、 第 3の 実 施 形 態 、 第 4の 実 施 形 態 で は 、 こ れ を 実 現 可 能 と
し て い る 。 ま た 振 動 子 信 号 線 引 出 部 か ら ク ラ ン ク の ア ー ム 部 ま で の 長 さ が 短 く 構 成 す る こ
と が で き る た め 、 結 果 的 に 硬 性 部 を 軸 方 向 に 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 第 2の 実 施 形 態 と し て 、 ク ラ ン ク 形 状 の 2枚 の FPC1に 適 用 し た も の を 図 4(c)に 示 す 。 図 4(
c)に 示 す ク ラ ン ク 形 状 の 2枚 の FPC1は 振 動 子 引 出 線 部 付 近 で は 連 結 し て い る が 、 ク ラ ン ク
の ア ー ム 部 の 手 前 か ら ケ ー ブ ル 接 続 部 に か け て ス リ ッ ト が 開 い て お り 、 吹 き 出 し 箇 所 で は
実 質 4枚 の FPC1と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 こ の ク ラ ン ク 形 状 の FPC1を 図 4(d)に 示 す よ う に ク ラ ン ク の ア ー ム 部 に て 180°
折 り 返 す こ と に よ り 、 ス リ ッ ト を 挟 ん だ 2つ の FPC1が 重 な る よ う に 構 成 さ れ る 。 振 動 子 部 2
が 重 な ら な い よ う に 隣 接 す る 振 動 子 部 2を 繋 ぎ 合 わ せ 、 繋 ぎ 合 わ せ た 2つ の 振 動 子 部 2に 隙
間 が 無 い よ う に 筒 状 に 形 成 し て い る 。 こ の よ う に し て 、 360° 走 査 を 行 う 探 触 子 を 形 成 し
て い る の で あ る 。 ま た 振 動 子 信 号 線 引 出 部 か ら ク ラ ン ク の ア ー ム 部 ま で の 長 さ が 短 く 構 成
す る こ と が で き る た め 、 結 果 的 に 硬 性 部 を 軸 方 向 に 短 く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 第 3の 実 施 形 態 と し て 、 ク ラ ン ク 形 状 の 4枚 の FPC1に 適 用 し た も の を 図 5に 示 す 。
　 図 5(a)で 示 す よ う に 1つ の FPC1が 、 互 い に 均 一 な 間 隔 の 開 い た 4つ の 吹 き 出 し 箇 所 か ら 成
る 形 状 で 構 成 さ れ 、 図 5(b)で 示 す よ う に 4つ の 振 動 子 部 を 連 結 さ せ 、 そ れ ぞ れ の FPC1を 重
ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 そ れ ぞ れ の 吹 き 出 し 箇 所 を 重 ね 合 わ せ る 。 さ ら に 振 動 子 部 2が 重
な ら な い よ う に 隣 接 す る 振 動 子 部 2を 繋 ぎ 合 わ せ 、 繋 ぎ 合 わ せ た 4つ の 振 動 子 部 2に 隙 間 が
無 い よ う に 筒 状 に 形 成 し 、 360° 走 査 を 行 う 探 触 子 を 形 成 し て い る が 、 筒 状 に 形 成 す る こ
と を 踏 ま え て 、 吹 き 出 し 箇 所 の 間 隔 を 調 整 す る 。 こ の よ う に 振 動 子 信 号 線 引 出 部 か ら ク ラ
ン ク の ア ー ム 部 ま で の 長 さ が 短 く 構 成 す る こ と が で き る た め 、 結 果 的 に 硬 性 部 を 軸 方 向 に
短 く す る こ と が で き る 。
　 こ の 吹 き 出 し 箇 所 の 間 隔 幅 を 調 整 す る こ と に よ り 、 FPC1の 重 ね 合 わ せ の 自 由 度 を 調 整 す
る こ と が で き る と い う こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 第 4の 実 施 形 態 と し て 、 ク ラ ン ク 形 状 の 3枚 の FPC1に 適 用 し た も の を 図 6に 示 す 。
　 両 端 の 振 動 子 部 に 接 続 さ れ る FPC1の 一 部 は 、 中 央 の 振 動 子 部 に 接 続 さ れ る FPC1に そ れ ぞ
れ 重 ね 合 わ せ 、 そ し て 、 両 端 の FPC1同 士 も 筒 状 に な る こ と を 踏 ま え て 吹 き 出 し 部 の 間 隔 或
い は 形 状 を 調 整 す る 。 そ し て 振 動 子 部 2が 重 な ら な い よ う に 隣 接 す る 振 動 子 部 2を 繋 ぎ 合 わ
せ 、 繋 ぎ 合 わ せ た 3つ の 振 動 子 部 2に 隙 間 が 無 い よ う に 筒 状 に 形 成 し 、 360° 走 査 を 行 う 探
触 子 を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 記 実 施 形 態 で は 、 90° に 折 り 曲 が る ク ラ ン ク 形 状 の FPC1を 示 し た が 、 FPC1は ク ラ ン ク
形 状 に 限 ら ず 、 45° や 60° な ど に 折 れ 曲 が り を 持 っ た 形 状 で も 良 い 。 ま た 、 FPC1の 重 ね 合
わ せ も 多 少 の ズ レ を 持 っ た も の で も 良 い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 、 振 動 子 や FPCを 格 納 す る ハ ウ ジ ン グ ケ ー ス 内 に お い て FPCの 配 線 が 容 易 に な り 、 硬
性 部 長 を 短 く で き 、 患 者 へ の 苦 痛 の 軽 減 を 図 る こ と が で き る 。 更 に は 、 ヘ ッ ド 部 の 上 下 左
右 方 向 へ の 湾 曲 に 対 し て も FPC状 の 信 号 パ タ ー ン の 断 線 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 探 触 子 製 造 時 、 FPCを ハ ウ ジ ン グ ケ ー ス 内 へ の 実 装 の 際 、 FPCが 規 則 正 し く 配 列 さ れ る の
で 、 組 立 の 際 、 FPCへ 無 理 な 力 を 加 え な い で 実 装 で き る の で 組 立 が 容 易 と な る 。 FPCを 下 記
、 構 造 と す る こ と に よ っ て 硬 性 部 長 を 短 く す る こ と が で き る 。 ま た 、 ハ ウ ジ ン グ ケ ー ス の
任 意 の 方 向 へ 自 由 自 在 に FPCを 引 き 出 す こ と が で き る の で 、 湾 曲 の 際 、 FPCへ の 応 力 が 加 わ
る 箇 所 を 外 し て 配 置 で き る の で 、 FPC上 の パ タ ー ン の 断 線 を 防 止 す る こ と が で き る 。 　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 体 腔 内 超 音 波 探 触 子 を 用 い た 超 音 波 診 断 装 置 の 全 体 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 で 適 用 す る 超 音 波 探 触 子 の 先 端 部 の 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 で 適 用 す る 超 音 波 探 触 子 の 先 端 部 の 図 。
【 図 ４ 】 本 発 明 で 適 用 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 第 1の 構 成 図 。
【 図 ５ 】 本 発 明 で 適 用 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 第 2の 構 成 図 。
【 図 ６ 】 本 発 明 で 適 用 す る フ レ キ シ ブ ル 基 板 の 第 3の 構 成 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 FPC（ フ レ キ シ ブ ル 基 板 ）
　 ２ 　 振 動 子 部
　 ３ 　 可 と う 管
　 ４ 　 シ ー ル ド 材
　 ５ 　 樹 脂 性 チ ュ ー ブ
　 ６ 　 バ ッ キ ン グ 材
　 ７ 　 樹 脂 充 填
　 ９ 　 レ ン ズ
　 １ １ 　 FPC挿 通 穴
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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